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中学校国語科の古典学習における絵画テキストの活用
-「徒然草絵」を読み解く一
井上泰
絵画テキストは，画題（物語，説話，仏典など）を文字テキストとは異なる独自の方法で語っている。
しかし，絵画テキストは中学校国語科の古典学習において，物語や説話などの文字テキストを読むため
の補足資料としてのみ用いられている。そこで，本稿では，『徒然草』第 53段「是も仁和寺の法師」を
画題として描いた，原本住吉如慶筆・飯塚円貞広美模写『徒然草絵巻』（金沢文庫所蔵）と英一蝶筆『御
室法師図』（個人所蔵）の語り（＝〈絵語り〉）を読み解く活動の実践を報告し，中学校国語科の古典学習
における絵画テキストの活用を提案したい。
1 . はじめに
現行の教科書には，文字テキストの学習に合わせて，
絵画テキストが掲載されている。それらの使用目的を教
科書や指導書から分析すると次のようにまとめることが
できる。
(1)作者の肖像を示し，作者像を捉える。
(2)古典テキストを読むための知識を与えたり，古典世
界そのものを知る。
(3)物語や詩の情景を思い浮かべる。
(4)物語のあらすじを理解させる。
詳細な分析は別稿'I に譲るが，現在絵画テキストは，
文字テキストを読むために掲載されているといってよ
い。絵画テキストは，絵画独自の語り（＝〈絵語り〉）を
分析されないまま，教科書に掲載され，おそらく授業で
も使用されているのだろう。では，絵画テキスト独自の
語り（＝〈絵語り〉）とはどのようなものなのか。そして，
中学校国語科の古典学習において，どのように絵画テキ
ストを活用することができるのか。以下，本校中学 2年
生(122名）を対象に行った「徒然草絵」を読み解く活動
の実践を報告する。
2. 〈絵語り〉分析
まずは，第 53段を画題とした，原本住吉如慶筆・飯
塚円貞広美模写『徒然草絵巻』（金沢文庫所蔵）と英一蝶
筆『御室法師図』（個人所蔵）の〈絵語り〉を分析したい。
(1)原本住吉如慶筆・飯塚円貞広美模写『徒然草絵巻』
『徒然草絵巻』は第 53段から二場面（便宜上，場面 l
と場面 2にする）を選択し描いている。場面 lは，次の
本文の傍線部にある，法師が「鼎」を被って舞い，その
場が大いに盛り上がった場面を描いている。ただし，『徒
かなわ
然草絵巻』では，「鼎」ではなく「鉄輪」を被った法師
が描かれている。この点について，島内裕子氏は「徒然
草の伝本」中に「『鼎（かなへ）』ではなく『かなわ（鉄輪）』
となっている本」を見出し，「如慶が読んだ徒然草に「か
なわ」とあれば，そのまま鉄輪の絵で描いてしまったの
ではないだろうか。」 (308頁。『徒然草文化圏の生成と
展開』，笠間書院， 2009)と指摘している。
是も仁和寺の法師，童咬諾師ー にならんー と＿す＿歪名残＿と＿
文~~各表受苓ー事表り且梨こ．，酔ひて興に入るあまり，
傍なる足鼎を取りて 頭にかづきたればつまるや
うにするを，鼻をおし平めて，顔をさし入れて舞ひ
出でたるに 満座興に入る事かぎりなし。
では，『徒然草絵巻』は本場面をどのように語り出し
ているだろうか。〈絵語り〉を読み解くために注目した
いのは，画面右上に描かれた本堂（本堂の右横は関伽棚）
である。開かれた扉からは本堂の様子がうかがえる。中
けし、力9
には磐架（仏事の際に打ち鳴らされる磐を懸ける仏具。
導師が座す礼盤の右側に置かれる。）があるが，法師は
誰一人としていない。そして，本絵相は文字テキストに
は明確に語られていないものである。では，なぜ法師不
在の本堂はわざわざ描かれたのだろうか。この絵相はも
ちろん本場面が「寺」を舞台にしているということを示
しているのだろう。ただ，それだけではなく画面左下の，
法師達が稚児と酒宴をひらいている絵相と関連づけれ
ば，仏道修行をせずに，稚児と酒宴をひらいている法師
達という読みを誘発する。絵巻制作主体は，法師が「酔
ひて興に入るあまり」「足鼎」を被って舞ったという文
脈だけでなく，上に引用した本文の点線部から仏道修行
を怠って稚児と酒宴をひらいているという文脈を読み取
り，法師不在の本堂を描くことによって，それを語り出
しているのである。 、、、
ところで，『徒然草』には連続する第54段にも仁和寺
の法師が「いみじき児」と「遊ばん」として失敗する話
がある。このことを考えると，第 53段や第 54段で批判
されているのは，法師が稚児遊びに惚けて仏道修行を怠
っているということだけでないだろう。真言宗の総本山
である仁和寺の僧の稚児趣味による失敗談が連続して語、、、
られているからには，そこに仁和寺の法師への批判を読
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